所属（   　　　　　）初任者名（　　　　　　　　　）
指導教員名（　　　　　　　　　）
１　指導案をみる１０のポイント　第　学年　教科（　　　）単元「　　　　　　　　　」
	項　　目
	内　　　容　（指導案の必要箇所にマーカーで印をつける）
	チェック

	指　導　観
	単元・題材観
	①　当該学年の指導内容等を明らかにしている。
※学習指導要領解説編の目標(Ｐ　　)や内容(Ｐ　　)を踏まえている。
	

	
	児童生徒観
	②　①で明らかにした指導内容にかかわる既習事項の定着状況や課題を、
実態調査やアンケート等で分析、提示している。
	

	
	指導観
	③　②で分析した課題の解決を図るために（単元の目標を達成するために）、中心となる手立てや学習段階における手立てが示されている。
	

	単元・題材の目標
	④　①②を踏まえた適切な目標設定をしている。
	

	単元・題材の
評価規準
	⑤　単元で身に付けさせたい力(知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度)を明らかにしている。
※「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料」で確認する。(Ｐ　　　)
	

	指導計画

評価計画
	⑥　⑤と各時間の評価規準が整合している。
	

	
	⑦　１単位時間での評価規準が重点化されている。
	

	本　時
	⑧　「本時の主眼」は、ねらいとする児童生徒の姿を想定して示され、主眼・めあて・まとめが一貫している。　
	

	
	⑨　「指導上の留意点 (教師の支援)」が、「～のために(目的)、…する(方法)」で示されている。（「目的」と「方法」が明確である）
	

	
	⑩　評価規準・評価方法が設定されている。
	


２　授業参観の視点 　



	主な学習活動
	◎主な手立て（☆疑問や代案、気付いたこと）

	○導入
○展開
○終末
	



　　の作成について
○　作成については下記を参照ください。（京築教育事務所ＨＰよりダウンロード※手書き可）
○　当日、２部持参してください。(受付で１部提出)


１　指導案をみる１０のポイント　第４学年 理科 単元「金属、水、空気と温度」

	項　　目
	内　　　容　（指導案の必要箇所にマーカーで印をつける）
	チェック

	指　導　観
	単元・題材観
	①　当該学年の指導内容等を明らかにしている。
※学習指導要領解説編の目標(Ｐ４５)や内容(Ｐ４８)を踏まえている。
	○

	
	児童生徒観
	②　①で明らかにした指導内容にかかわる既習事項の定着状況や課題を、実態調査やアンケート等で分析、提示している。
	◎

	
	指導観
	③　②で分析した課題の解決を図るために（単元の目標を達成するために）、中心となる手立てや学習段階における手立てが示されている。
	○

	単元・題材の目標
	④　①②を踏まえた（児童生徒の実態に応じた）目標設定をしている。
	○

	単元・題材の
評価規準
	⑤　単元で身に付けさせたい力(知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度)を明らかにしている。
※「「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料」で確認する。(Ｐ３８，３９)
	○

	指導計画

評価計画
	⑥　⑤と各時間の評価規準が整合している。
	○

	
	⑦　１単位時間での評価規準が重点化されている。
	△

	本　時
	⑧　「本時の主眼」は、ねらいとする児童生徒の姿を想定して示され、主眼・めあて・まとめが一貫している。　
	◎

	
	⑨　「指導上の留意点 (教師の支援)」が、「～のために(目的)、…する(方法)」で示されている。（「目的」と「方法」が明確である。）

　※(例)「…自他の考えの違いを明確にさせる(目的)ために～についてペアで話し合う場をもつ(方法)」
	◎

	
	⑩　評価規準・評価方法が設定されている。
	○


２　授業参観の視点　



	主な学習活動
	◎主な手立て（☆疑問や代案、気付いたこと）

	○導入

　１　予想を振り返る。
　２　実験方法を確認する。
○展開

　３　水を加熱する実験を行い、実験結果を記録する。
　４　実験結果を整理し、話し合う。
○終末

５　予想時にかいた絵・図と結果を比較しながら水の温まり方を確かめる。　
	
◎温度の高くなった水の動きを明確にするために、拡大したビーカー図を使い水の動きを説明させる。
☆水がどのように温まるかは目には見えにくいので、水の動きを視覚的にとらえることができる手立て（紅茶の葉を使う）が必要ではないか。



授業参観事前研修シート





◎、○、△記入





主　眼





めあて





授業参観事前研修シート





記入例





◎、○、△記入





指導案の必要箇所にマーカーで印をつけながら、内容を


確かめてみましょう。





主　眼　 水の加熱実験を通して、温度の違いで水全体が動くことで水が温まるということを図や言葉で


表現することができるようにする。





めあて　　水は、どのようにして全体が温まっていくのか説明しよう。








本時案から主な手立てを書き抜き（◎）、


疑問や代案、気付いたこと（☆）を書きましょう。





まとめ　　水は、温めた部分が上に動き、全体が動きながら温まっていく。








